
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

詳徳中学校
学校だより

亀岡市立詳徳中学校 

 １月号 

 令和８年１月７日発行 

2026（令和８）年が幕を開けました。保護者の皆様、地域の皆様方におかれましては、新年を健やかにお迎

えになったことと存じます。旧年中は、本校の教育活動に多大なるご支援とご協力を賜り、誠にありがとうござい

ました。新しい年が皆様にとりまして、幸多き年となりますよう心から祈念申し上げます。 

さて、私は３学期の始業式で、改めて「命を大切にしよう」という話をしました。 

今年は能登半島地震（２０２４年１月１日、最大震度７の地震が発生）から２年、熊本地震（２０１６年４月、最大

震度７の地震が続けて２回発生）から 10 年となります。また、２０１１年３月に、最大震度７、太平洋沿岸に高さ

10ｍ（一部地域では 40m）を超える巨大津波が発生し、死者・行方不明者 2万２千人以上（震災関連死を含む）

の犠牲者を出した東日本大震災から 15年、さらに、最大震度７の大都市直下型地震で、都市機能や産業など

広域に甚大な被害を出した阪神・淡路大震災（１９９５年１月）から 31 年目となります。昨年（２０２５年）１２月８日

には、青森県東方沖を震源とする最大震度６強の地震が発生し、気象庁は初めて、新たな大規模地震の発生

の可能性が普段より高まったとして「北海道・三陸沖後発地震注意情報」を発表しました。このような地震だけで

はなく、大雨による災害や林野火災など、多くの自然災害が全国各地で発生しています。私たちは改めて、自

分の命、他者の命を守るために普段からの備えが必要であることを痛感しています。非常持ち出し品や備蓄品

の準備、家族との連絡・避難方法の確認など、自身に関わることも大切ですが、困った時に声を掛け合い、共

に安全な場所に避難するなど、命を守るための行動ができる地域コミュニティーとのつながりをつくっておくこと

が必要です。さらに、SNS やインターネット等で、デマやうわさが流れてきた時に、それを無責任に拡散するの

ではなく、自らが情報を精査し、責任ある言動ができるように心がけておくことも重要です。 

また、普段の生活の中で、相手の気持ちを想像し、損得勘定で動かず、困難な状況にある人にも共感し、見

返りを求めず手を差し伸べられる「心根の優しさ」をしっかり身につけていきたいものです。 

 さて、本日より３学期が始まりました。２学期最終日に、「心身ともに健康で有意義な冬休みを過ごしましょ

う！」と約束したとおり、新しい年への期待を胸に、元気に登校してきた生徒たちの姿に笑顔がこぼれ、同時に

身の引き締まる思いがしています。始業式では「一年の計は元旦にあり」と言うように、物事の始まりにあたり、

目標や計画を立てて頑張ろうと話をしました。そして、毎年 12月に京都の清水寺で発表される一年間の世相を

表す今年の漢字（２０２５年は「熊」（ユウ、くま））に習って、「２０２６年の目標を漢字（一文字）で表してみよう」と

伝えました。皆さんは、どのような漢字を思い描かれますか？ 

私は、今年の詳徳中学校が目標とする漢字を、「創」（ソウ、つくる、はじめる、きず）とイメージしました。コロナ

禍の中、創意工夫して改善してきた生活様式や取組、各学年３学級から５学級規模へと急増した生徒数、今後

さらに変容が予想される学習指導要領や教育活動など、環境が大きく変化する中で「生徒にとって身につけさ

せたい力とは何か」、「それをどのように指導し育成するのか」、「継承すべきことと改革すべきことは何か」を、生

徒・保護者・地域の方々の声を聞きながら、新たな詳徳中学校の基盤をみんなで創っていきたいと考えていま

す。 

今年の干支は、十干十二支で「丙午（ひのえうま）」です。６０年に一度巡ってくる特別な年で、「火」の要素を

持つ「丙（ひのえ）」と行動力や躍動感を象徴する「午（うま）」が重なり、情熱的で力強いエネルギーに満ちた年

と言われています。生徒と教員が協働し、試行錯誤を繰り返しながら、前進し続けたいと思います。年度の締め

くくりとなる３学期も、子どもたちが安心して学び、一人ひとりが力を蓄え、春にはそれぞれの場所で自信を持っ

て輝けるよう、教職員一同、精一杯努力してまいります。今年も保護者の皆様のご理解とご協力、地域の皆様

のお力添えをいただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。           

 
校長  國府 美幸 

 



 

 

 

 

 

 

                               

                          

                              

                       

 

                          

                      

 

                                                         

 

 

 

 

 

    

 

 

                 

    １ 月 行 事 予 定 

７日（水） ３学期始業式 

８日（木） 発育測定 

９日（金） １，２年生亀岡市確かな学力育成

ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ（学力テスト）[国,数,英] 

１４日（水） あいさつ運動（ＰＴＡ，生徒会） 

１６日（金） 英語検定③  

１９日（月） １年１組保育体験 

２０日（火） フッ化物洗口 

２２日（木） ＰＴＡ本部役員会 

２２日（木）,２３日（金）３年定期テストⅤ 

２７日（火） ２年生高校訪問 

 フッ化物洗口 

２７日（火）２８日（水）友情の５円玉ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

12月 12日（金）体育館で生徒総会が開催されました。学級での議案書討議も含めて、総会資料はデー
タとして保存したタブレットを活用しました。前期活動総括、後期活動計画案が提案・意見交流を受け
て、承認されました。生徒会本部役員の新旧引き継ぎ式も行なわれ、新体制がスタートしました。 
総会の第３号議案では生徒会会則改正案が提案されました。生徒会役職の役員定数を改正するもので、

変更する利点と課題、変更しない利点と課題も提示した上で全校生徒による賛否の投票を行い賛成多数
で可決されました。 
また、生徒のみんなから意見箱に入れられていた校則の見直しに対する意見も紹介され、今後生徒会

を中心に考えていくことになりました。 
 

～各種コンクール受賞者～ 
●子ども読書本のしおりコンテスト 
           佳作  
 
●JA共済京都府小・中学生書道コンクール 

半紙の部 銀賞  
 
●亀岡市人権啓発推進協議会 人権啓発作品 

メッセージの部 
☆会長賞  
☆努力賞  
☆佳 作  

  
●税についての作文 
  口丹波納税貯蓄組合連合会優秀賞 
 
 
●未来に残したい日本の食ポスターコンテスト 

中学生部門 最優秀賞   
 
●京都府アンサンブルコンテスト 
管打８重奏 銀賞  

           
           
           
 
●第 29回『Ｔ＆Ｔ』カップ 
  バスケットボール 男子の部  第三位 

後期生徒総会～前期総括・後期活動方針～ 

●亀岡市学校美術展覧会 出品者 

 ［平面作品］ 

  ２０名 

 

 

［立体作品］ 
２名 


